
ケイ酸補給資材 容量

20kg

ケイカリン

けい酸加里

田んぼマスター
ﾘﾝ酸:4　ｶﾘ:10　苦土:2　ﾏﾝｶﾞﾝ:1　ｹｲ酸:14　※鉄:10

成分(％)/特徴　

20kg

20kg

ｶﾘ:20　苦土:4　ｹｲ酸:34　ほう素:0.1　※石灰:7〜12　※鉄:2〜5

ﾘﾝ酸:12　ｶﾘ:12　苦土:5.6　ｹｲ酸:18

島
県
の
水
田
土
壌

の
傾
向

福
島
県
内
の
水
田
土
壌
の
傾
向

と
し
て
は
可
給
態
ケ
イ
酸
の
減
少

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
水
稲
は
ケ

イ
酸
植
物
と
呼
ば
れ
、
窒
素
の
約

10
倍
も
の
ケ
イ
酸
を
吸
収
す
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
継
続
的

に
ケ
イ
酸
を
施
用
す
る
こ
と
は
と

て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

ケ
イ
酸
不
足
が
起
き
て
い
る
原

因
に
は
様
々
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
水
田
の

土
づ
く
り
の
意
欲
低
下
と
河
川
の

ケ
イ
酸
濃
度
の
低
下
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
河
川
の
ケ
イ
酸
濃
度
は

年
々
、
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、

土
づ
く
り
の
重
要
性
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

イ
酸
の
重
要
性
と
は

ケ
イ
酸
を
十
分
に
施
用
す
る
こ

と
で
、
水
稲
に
と
っ
て
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、
食
味
と
品
質
の
向

上
で
す
。
水
稲
は
ケ
イ
酸
を
吸
収

す
る
こ
と
で
葉
が
直
立
し
て
育
ち
、

光
合
成
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
で
ん

ぷ
ん
含
有
量
が
増
加
し
、
食
味
の

向
上
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
光

合
成
に
よ
っ
て
米
の
登
熟
も
促
進

さ
れ
、
整
粒
歩
合
の
割
合
が
高
ま

る
と
と
も
に
、
心
白
粒
の
割
合
は

低
下
す
る
な
ど
、
品
質
の
向
上
に

も
大
き
く
繋
が
り
ま
す
。

２
つ
目
は
、
稲
の
体
を
強
く
す

る
役
割
で
す
。
ケ
イ
酸
は
稲
の
根
、

葉
、
茎
を
丈
夫
に
し
、
病
害
虫
に

よ
る
被
害
を
軽
減
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
光
合
成
の
促
進
に
よ
り
、
根

痛
み
が
減
少
し
、
倒
状
し
に
く
く

異
常
気
象
下
で
も
負
け
な
い
稲
づ

く
り
が
可
能
と
な
り
、
収
量
・
品

質
の
向
上
に
大
き
く
つ
な
が
り
ま

す
。

善
す
る
た
め
の

資
材
と
は
？

ケ
イ
酸
不
足
を
解
消
す
る
資
材

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
天
然
の
資
材
と
し
て
、
稲

わ
ら
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
収
穫
後

に
残
っ
た
稲
わ
ら
を
分
解
資
材
と

と
も
に
圃
場
に
す
き
込
む
こ
と
で

稲
が
吸
収
可
能
な
ケ
イ
酸
を
増
や

す
と
と
も
に
、
土
壌
中
の
リ
ン

壌
分
析
に
よ
り
現
在

の
状
態
を
確
認
！

Ｊ
Ａ
全
農
福
島
で
は
、
水
田
や

畑
の
土
壌
分
析
を
行
っ
て
ま
す
。

生
育
が
な
か
な
か
伸
び
な
い
原
因

に
は
、
も
し
か
し
た
ら
土
の
健
康

状
態
が
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
見
健
康
そ
う

に
見
え
て
も
実
は
分
析
を
し
て
み

る
と
思
い
が
け
な
い
問
題
が
見
つ

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人
の
健

康
状
態
と
同
じ
く
早
期
発
見
か
ら

の
早
期
解
決
が
と
て
も
大
事
で
す
。

実
際
に
ほ
場
の
土
で
少
し
で
も

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
裏
面
で
は
過
去
５
年
間
に
お

け
る
福
島
県
の
水
田
土
壌
の
分
析

結
果
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

肥
料
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
！

県
内
ほ
と
ん
ど
の
水
田
土
壌
は
養
分
不
足
！
？

JA全農福島 肥料農薬部
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ケ

酸
を
吸
収
し
や
す
い
状
態
に
変
化

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
全
農
で
取
り
扱
う
代
表

的
な
ケ
イ
酸
補
給
資
材
と
そ
の
特

徴
を
ま
と
め
た
表
が
左
の
通
り
に

な
り
ま
す
。

改

土

福

県内水田土壌のケイ酸量

適正

高い

低い

一般的な基肥や一発肥料では補給されにくい各要素配合！

水稲の必要成分をバランスよく効率的に供給！

作物の生育に合わせ、バランス良くゆっくり長く効く！

※は含有成分
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JA全農

県内の水田土壌の傾向と分析項目について

JA全農福島の農業技術センターでは、毎年４０００点を超える土壌分析を行っております。今回はその
中でも、過去５年分の水田土壌に着目してみました。表面で掲載した通り、ケイ酸不足が著しい状況です。
その他の分析項目についてはどのような傾向があるのかご参考にし、皆様の圃場とも比較してみてくだ

さい。また、分析項目の特徴についてもグラフと合わせて掲載しておりますので併せてご確認ください。

分析についてのお問い合わせはお近くのＪＡまで！

過去５年間の福島県水田土壌の分析値（検体数：4706点）

ｐH
・土壌の酸性/中性/アルカリ性
を示す値
・水稲ではｐH5.5〜6.0が適正

置換性
加里（K）

・開花/結実の促進
・病害虫抵抗性の増大
・光合成や炭水化物の蓄積に関与

CEC
・石灰/苦土/加里といった肥料を
蓄えられる量を表す
・腐植が多い土壌（黒ボク土）は高い

可給態
リン酸

・植物の生長/分げつ/根の伸長/
開花/結実を促進
・植物成分の構成元素となる

置換性
石灰（Ca）

・根の伸長を促進する
・植物細胞膜の形成と強化
・植物体内での有害物質の中和に必要

可給態
ケイ酸

・耐病害虫性を高める
・葉から水分蒸散を抑制、水分代謝
を調節

置換性
苦土（Mg）

・葉緑素の構成元素であり、光合成に
大きく関与
・リン酸の吸収/体内移動に関与

遊離
酸化鉄

・水稲の根に酸化鉄の膜を張り、
硫化水素などの有害ガスから守る
・銅/マンガンなどと拮抗作用をもつ

高い 適正 低い

あの肥料もう
少し減らして
みても大丈夫
そうだな！

上記の項目以外に
微量要素等の分析
も行っています！
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